
理念：市民の生命と健康を守るために、安全で良質な医療を提供します

2022年度経営戦略

BSC 戦略テーマ 戦略 具体的行動計画 KGI（評価指標） 目標値

接遇改善
全職員接遇研修（2022年度ナーシングスキル）新研修使用

身だしなみ・接遇チェックリスト使用し各部署チェック（毎週1回）

外来待ち時間の短縮
予約制度の見直し(外来管理委員会)

眼科受診時の必要時間（診療にかかる時間案内作成）看護部

PR活動の強化
診療科ガイドブック配布、HPの充実、地域医療機関訪問(医師)、地域医療機関の

医療従事者を対象とした研修会の開催、病診連携懇談会の開催

逆紹介の徹底 逆紹介率100％以上の達成

医療関連感染の減少
医療器具関連感染(CLABSI、VAP、CAUTI)サーベイランスの充実

（関連部署への3ヶ月毎のフィードバック、ラウンドによる感染防止策実施状況の確認）

感染率

SIR

ベンチマークデータ

の50%タイル値未満→変更

SIR（標準化感染比）１未満

かつ　前年度の感染率以下

褥瘡発生の低下
医療関連機器圧迫創傷の予防ケアに関する看護研修

褥瘡対策マニュアルの見直し：医療関連機器圧迫創傷の予防ケア
褥瘡推定発症率

R4年度：1.20

(R3年度実績：1.22)

院内ラウンドの強化

CVC施行認定制度、終末期医療に関する治療方針の決定手順、輸血同意書、

合併症報告書の遵守状況の確認

中央手術部(患者確認、タイムアウト、手術部位誤認防止策)4月～6月、10月～12月に実施

死亡死産報告の報告状況の確認

決められた制度の遵守率

死亡死産報告率

上半期80％

下半期100%

レベルの高いインシデントの減少

注射関連のチェック体制の見直し（ダブルチェックの整理と確認方法の再検討）

血糖関連指示の内容の再検討と、看護師の血糖指示確認方法の標準化を図る

転倒転落に関する対応策の遵守状況の確認

インシデント数

インシデント指数

レベル2以上の注射関連インシデント件数・注射インシデントに占める割合：

60件・25%以下（R3年度84件・33%）

血糖関連インシデント件数：65件（R3年度81件）

転倒転落インシデント件数：160件（R3年度184件）

インシデント指数1.15(R3年度：1.30)

医師業務の見直し
Ｒ4.9までに医師労働時間短縮計画案を策定し、対策の実施

医療クラークの活用等新たな負担軽減策の検討

看護業務の見直し
看護業務に係る他都市調査の結果を参考に運用の検討

ナースエイド派遣業務委託を早期(R4.7予定)に開始し、安定的な人員確保による負担軽減

収益の増加
地域連携強化による紹介患者数の増加、診療科毎の目標設定とインセンティブ制度

の継続、救急診療の強化

1日平均外来患者数

病床利用率

救急車搬送断り率

470人

90％

10%未満

財源の確保
国・県のコロナ関連補助金等の確保

県の周産期医療施設設備整備費補助金の確保
当院の経費負担

コロナ関連経費負担：0円

周産期医療に係る医療機器及びドクターカーの更新

経費の削減

大学病院との共同購入による経費削減の推進

在庫減少による診療材料費の削減

後発医薬品使用の推進

薬品購入加重平均値引率

診療材料の定数削減数

後発医薬品使用（購入額）

15%以上

300品目

9.1%以上

職場の雰囲気の向上 挨拶運動の推進、定期的な各部署ミーティングの開催

働きがいの向上
R4当初より運営会議の構成員を拡大し、病院経営の状況について月に１回医局会や各部署ミーティング等での周知

個人目標の設定と振返りのため年度内に２回面談の実施

医局会で時間外のルール(4月)、時間外の実施状況を報告(6月)、その後、45時間超の時間外を4回以上実施している職員が所属する部署毎に超過者数を

報告

毎月中旬に25時間超の時間外を実施している職員が所属する診療科長及び当該職員へのメール送付

4月中に休暇取得計画を調製、以降、計画された休暇が取得されていない場合、翌月初旬までに所属長に報告、代替日の設定等により、休暇取得の推進 年休取得5日未満者 0人

年休取得目標12日の達成状況を翌月初旬に掲示板により周知、年休取得が進んでいない部署の所属長に対してはメールにより年休取得を勧奨、夏休は連

続した取得への対応

年休等平均取得日数

（正職員）
12日 (R3年度実績：11.06日)

R2年度実績に比べ

10%以上増加

健全な経営基盤の確立財務の視点

ワークライフバランスの推進

働きやすい環境の整備学習と成長の視点

職員満足度調査での満足度
満足：80%

(H27年度調査実績：69%)

36協定違反者ゼロ 0人

３カ年ビジョン（2021～2023年度）：”地域で真に求められる病院をめざして”

患者満足度調査での満足度 満足：95%

医療の質の向上

顧客満足の視点

業務プロセスの視点

医療の安全性の向上

業務の効率性の向上

地域連携の強化

患者満足度の向上

各診療科の紹介患者数


